日本建築法制会議 第６２回 総会 議事録

日　時：　２０１２年７月２日（月曜日）１３時３０分～１６時
場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館２号室洋室

出席者：　９名（敬称略・50音順）
　　　　　　　　　　大山  宏、山東和朗、 竹川忠芳、辻 英一、辻村正美、眞柄榮毅、
室田達郎、山田利行、柳澤孝次、
□主な配布資料（敬称略）
〇配布資料（大山　宏）

· 建築基本法制定準備会総会２０１２年６月１６日資料より

馬渕澄夫議員あいさつ文「建築基本制定準備会　様」平成２４年６月吉日
・「建築法体系勉強会とりまとめを受けて」、神田順会長、２０１２年６月１６日
・「朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故　講演会開催のお知らせ」講演者　渡辺邦夫（ＳＤＧ）
日時　2012年8月3日　　場所　日大理工学部駿河台校舎１号館１２１号教室

朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故　裁判の行方－新潟県が提訴した損害賠償裁判を戦い抜く－
　　　　主催　東京構造設計事務所協会（ＡＳＤＯ），

· 伝統構法を考える勉強会　第１８回「法律が建築から自由を奪う日」、
講演者　古川保、日時２０１２年6月2日　場所　東京藝術大学美術学部　

· 「建築基準法違反に気付かず福山市、火災のホテルで２５年以上」、
中国新聞、2012年5月１６日
· 「つくば竜巻被害：伝統的建築「修復可能　」・・・大学教授ら調査、　
毎日新聞、２０１２年6月2日

· 「赤レンガ通信所：－一部倒壊の危機　北海道建築士会が調査」、
毎日新聞、２０１２年5月21日
· 「歴史的風致維持向上計画の認定について」、
国土交通省、文部科学省、農林水産省、平成２４年6月

· 「福島第１原発：周辺６町の７割が転居４回以上」、毎日新聞、2,012年6月10日
· 「早すぎる」被災者困惑　仙台・沿岸部集団移転事業、
河北新報、２０１２年6月２１日（木曜日）
· 「マンション補修に遅れ＝修理制度、実態に合わずー専門家ら改善求める声・仙台」、
時事通信　２０１２年６月１７日
· 「公衆電話“復権“震災時、携帯・固定より「優先」、京都新聞社、2012年6月3日
· 「メディア観望　ムラからの脱走」、田原　牧、東京新聞　、２０１２年６月１２日
· 「原子力の憲法」こっそり変更、東京新聞、２０１２年6月21日

· 「核のごみ地層処分困難　日本学術会議もお手上げ」、中日新聞、２０１２年6月18日

· 「大飯原発：「再稼動再考を」民主１１９名が署名、毎日新聞２０１２年６月１４日
〇配布資料（真柄栄毅）

· 「建築基準法「最大の弱点」を問うー大地震に弱い建物を合法的に供給してきた、

「地震地域係数Ｚ」の功罪、細野透、日経ＢＰ社、Safety Japan,2012．5.16．
☆　意見交換テーマ　“建築法体系勉強会とりまとめの公表について”

国土交通省報道発表　平成２４年３月１６日
http://www.mlit.go.jp/report/press/house05_hh_000294.html
⇒建築法体系勉強会の委員構成が大学教授に限られ、机上の空論になるのではないのか。
とりまとめの論理や構成はあまりにも粗雑であり、委員の責任感を疑う。
⇒“建築物整備”や“エンドユーザー”等共通の認識に立って議論されたのでしょうか。
　　“（４）建築基本法の検討”の検討の中身は、さっぱり理解できない。
　“建築法体系の見直しに関し目指すべき基本的方向”では、①・②・③・④の順番
になっているが、“④所有者等が的確に判断できる法体系”は重要な課題なり。
⇒構造計算適合性適判員が専業化してきており、諸問題が多々ある。
⇒不良化した建築ストックが、何故、多く出てきたのかの原因を明らかにして、
膨大な７５０万戸の建築ストックをどうするのかが急務である。
⇒戦後、生活スタイルが大きく変わってきた。　暮らす“住まい“と”住む以外“の
建物とに分けて建築法体系をつくることが肝要なり。

⇒日本語の『家』には、Ｆａｍｉｌｙ＝Ｈｏｍｅがある。昔は、家族が生活共同体で
あった。今日、“人と人とのつながりが形骸化して、“家族Family”という概念が
崩壊しているような社会現象がでてきた。

⇒建築基準法が不良建築を産み続けているのではないのか。行政がより一層、諸々の将来ヴィジョンを描いて示すことが急務だ。
⇒メンテナンスして、ストックの建物を残して使っていくのか、それとも、空間的・耐震的・機能的にダメな建物を明確に選別して、将来の最低住環境基準を決めて、

“文化の芽”を育んでいけるような街づくりが急務である。

⇒原子力ムラに限らずあらゆる分野にムラがはびこって、建築もその例に漏れない。　　⇒『すべて国民は個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利　　

については、公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。 』（日本国憲法 第十三条　）を再認識することが肝要です。
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
参考情報
〇　最高裁判決（平成１９年７月６日損害賠償請求事件）
判決書（全文）http://kanz.jp/hanrei/detail/34907/　【建物の設計者、施工者又は工事監理者が
建築された建物の瑕疵により生命、身体又は財産を侵害された者にたいし不法行為責任を負う。　】
　  　     〇　一級建築士の懲戒処分の基準（５１項目）と専門家の懲戒処分のあり方について　
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/architect.html
   　      〇　現行都市・建築法制の問題点   
 景住ネットhttp://machi-kaeru.com/・タヌキの森事件など
　　      〇　欧米・フランスなどの建築事情
　外断熱推進会：トルコ・ドイツブルーノ・タウトと外断熱の旅 
  http://sotodan-npo.org/2011/10/post-320.php
               〇　文化・藝術など 　　　 写真俳句ブログ　http://shashin-haiku.jp/node/120272
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
